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別紙 

 

 
令和６年度「障害児・者のスポーツライフに関する調査」の概要 

（１）　調査方法

　　　無記名式のインターネット方式

（２）　調査内容

　　　主な調査項目は、以下のとおりである。

　　　・運動・スポーツの実施における障害

　　　・今後行いたいと思う運動・スポーツ

　　　・スポーツクラブや同好会・サークルへの加入

　　　・過去1年間のスポーツ観戦

（３）　調査対象及び回収結果

　　　　インターネット調査会社が保有するリサーチモニタのうち、７歳以上の障害児・者本人

　　　または、同居している家族に回答を依頼した。

　　　　該当する調査対象者は6,012人であった。回答者のうち、障害のある兄弟、姉妹、第４子

　　　以降の子がいる場合は、それぞれ年齢が一番上の者についてのみ、回答を依頼した。

　　　都道府県別の回答数は、都道府県別の人口比率に近い回答数となるように収集した。

(４)　調査期間

　　令和６年12月13日（金）～令和６年12月19日（木）

　　　・運動・スポーツの実施状況（実施種目、頻度、施設、目的など）

　　　・障害児・者の基本情報（障害の種類、障害者手帳の保有状況など）

[N=6,012]

男性 3,264 54.3%

女性 2,710 45.1%

回答しない 38 0.6%

7～12歳 238 4.0%

13～19歳 369 6.1%

20～29歳 494 8.2%

30～39歳 716 11.9%

40～49歳 843 14.0%

50～64歳 1,683 28.0%

65～74歳 709 11.8%

75歳以上 960 16.0%

肢体不自由（車椅子必要） 611 10.2%

肢体不自由（車椅子不要） 1,588 26.4%

視覚障害 341 5.7%

聴覚障害 489 8.1%

音声・言語・そしゃく　機能障害 216 3.6%

内部障害 490 8.2%

知的障害 555 9.2%

発達障害 916 15.2%

精神障害 1,686 28.0%

その他 35 0.6%

通所型 1,265 21.0%

入所型 313 5.2%

訪問型 444 7.4%

その他 55 0.9%

上記のサービスは利用していない 4,132 68.7%

性別

年齢

障害種別
※複数回答

福祉サービス
の利用

※複数回答
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１ 障害者の運動・スポーツの実施率 

 

 

 

 

  

過去 1年間に運動・スポーツを行った日数について、7～19歳と 20歳以上に分けて集計した。 

障害児・者が週 1 日以上、何らかの運動・スポーツを実施していた割合は、20 歳以上では 32.8％、

7～19 歳では 38.5％だった。令和５年度と比較すると、週 1 日以上の実施率は、20 歳以上は横ばい、

７～19 歳は増加となった。 

30.7 31.5 
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18.2 19.2 
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31.0 30.9 
32.5 32.8 

0%

10%
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50%

H25年度 H27年度 H29年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

障害児・者の運動スポーツの実施率の推移

週に1日以上（7～19歳） 週に1日以上（20歳以上）
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２ 過去１年間に実施した運動・スポーツ 

 

 

  

（※）アーチェリー／ボウリング／バドミントン／乗馬／カヌー／自転車競技／射撃／柔道／セーリン

グ／テコンドー／馬術／バドミントン／ボート／アイスホッケー／車いすカーリング／バイアスロン

／パワーリフティング／スノーボード／チェアスキー・バイスキー／シットスキー 等 

 

 

過去 1 年間に運動・スポーツを実施した種目については、令和５年度と同様に、「ウォーキング」

「散歩（ぶらぶら歩き）」の割合が高かった。次いで、20 歳以上では「階段昇降」、７～19 歳では「水

泳」の割合が高かった。 

38.8%

29.1%

12.9%

15.5%

13.8%

18.7%

1.9%

1.2%

14.8%

2.4%

4.6%

1.5%

1.2%

2.9%

58.3%

38.9%

18.5%

9.8%

7.3%

4.5%

6.6%

4.9%

2.2%

3.4%

3.1%

3.4%

3.2%

2.6%

0% 20% 40% 60%

ウォーキング

散歩（ぶらぶら歩き）

階段昇降

体操（軽い体操／ラジオ体操／運動遊びなど）

ジョギング／ランニング

水泳

筋力トレーニング（ダンベル／自重のトレーニング）

筋力トレーニング（マシントレーニング）

なわとび

その他の障害者スポーツ（※）

自転車（BMX含む）／サイクリング

身体活動を伴うリハビリテーション

ヨーガ／ピラティス

釣り

過去1年間に行った運動・スポーツ（回答が多かったもの）

7～19歳

20歳以上
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３ 運動・スポーツを行うきっかけ 

 

 

 

 

 

※運動・スポーツへの意識に関わる設問のため、対象を回答者が障害児・者本人の場合のみに限定した。 

運動・スポーツを行うきっかけは、順位は令和５年度と変わらず、「特に理由はない・なんとなく

（41.5％）」、「医師に奨められた（24.8％）」、「家族に奨められた（21.7％）」の順に割合が高かった。 

41.5%

24.8%

21.7%

7.1%

5.5%

5.0%

4.9%

4.3%

4.1%

3.7%

2.4%

2.3%

1.8%

1.7%

1.7%

1.6%

1.5%

1.3%

1.2%

1.1%

1.1%

1.1%

0.8%

0.4%

0.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

特に理由はない・なんとなく

医師に奨められた

家族に奨められた

理学療法士（PT）に奨められた

（障害のある）友人・知人・同僚に奨められた

（障害のない）友人・知人・同僚に奨められた

その他

作業療法士（OT）に奨められた

看護師・保健師・助産師に奨められた

テレビや新聞、インターネット等の影響

介護福祉士に奨められた

社会福祉士（ソーシャルワーカー）に奨められた

スポーツ指導者に奨められた

イベントや体験会等で興味を持ち、自主的に始めた

現地やテレビ等でそのスポーツを観た

所属する団体（会社等）に奨められた

漫画、ドラマ、映画等の影響

障害のある有名選手・パラリンピアンの影響

学校の授業等で興味を持ち、自主的に始めた

障害者スポーツ指導者に奨められた

学校の先生に奨められた

スポーツ団体等の関係者から誘われた

言語聴覚士（ST）に奨められた

視能訓練士（CO）に奨めれた

義肢装具士に奨められた

運動・スポーツを始めたきっかけ ［N=1,574］
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４ 運動・スポーツをやってよかったこと、運動・スポーツを実施しない理由 

 

 

 

 

 

 

運動・スポーツ実施者が運動・スポーツをやってよかったことの上位は、「ストレスが解消される

（35.4％）」、「外出が増えた（25.9％）」、「体力・身体的機能が向上した（25.0％）」、「体を動かすこと

自体が楽しい（23.3％）」、「行動範囲が拡大した（21.3％）」と、令和５年度から大きな変動はみられ

なかった。 

運動・スポーツを実施しない理由について、運動・スポーツ非実施者の回答は、「運動・スポーツが

嫌いである（36.9％）」、「運動・スポーツに興味が無いから（26.6％）」、「疲れるから（20.6％）」の順

となっていた。 

※運動・スポーツへの意識に関わる設問のため、対象を回答者が障害児・者本人の場合のみに限定

 

※運動・スポーツへの意識に関わる設問のため、本人回答者のみ 

35.4%

25.9%

25.0%

23.3%

21.3%

14.5%

13.0%

12.8%

10.0%

9.1%

6.9%

5.8%

5.2%

4.3%

3.7%

34.7%

24.4%

26.1%

23.0%

20.1%

13.8%

12.8%

12.0%

12.7%

9.7%

6.6%

6.4%

5.4%

4.8%

2.7%

33.5%

23.5%

24.9%

25.2%

21.1%

13.0%

11.9%

9.4%

6.1%

6.7%

6.8%

5.2%

3.0%

0% 10% 20% 30% 40%

ストレスが解消される

外出が増えた

体力・身体的機能が向上した

体を動かすこと自体が楽しい

行動範囲が拡大した

食事がおいしく感じ、食欲が増した

自信がついた

夜、熟睡できるようになった

友人が増えた

目標が達成できた、やりたいことに挑戦できた

その他

性格が明るくなった

周囲の理解が向上した

相手の気持ちが配慮できるようになった

勝利や記録が出たときに嬉しい

運動・スポーツをやってよかったこと（複数回答）

R6［n=1,574］

R5［n=1,658］

R4［n=1,610］
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36.9%

26.6%

20.6%

16.9%

16.4%

14.3%

9.8%

9.1%

7.9%

6.9%

4.2%

4.2%

4.0%

2.9%

2.4%

2.1%

1.7%

0.9%

0.4%

33.4%

23.0%

21.6%

24.0%

15.1%

13.9%

9.9%

9.1%

7.0%

7.9%

3.8%

4.0%

4.0%

2.4%

2.1%

2.3%

1.1%

0.4%

11.6%

12.3%

4.3%

50.8%

-

2.3%

1.8%

1.3%

24.4%

-

-

1.5%

0.8%

0.8%

0.8%

0.3%

0.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

運動・スポーツが嫌いである

運動・スポーツに興味が無いから

疲れるから

特に理由はない

体調がよくなかったから

自分にはできないから

人前に出るのが好きではないから

障害が発生してから、

運動・スポーツをやってみる機会がなかったから

わからない

やれる環境になかったから

医師から止められていたから

実施する意味・価値を感じないから

その他

汗や土で体や衣服が汚れるから

家族や介助者の負担になると思ったから

障害が発生してから、運動・スポーツをする機会はあったが、

あまり楽しくなかったから

学校の体育等の影響

格好悪いから

青少年期に所属した運動部活動・民間クラブの影響

運動・スポーツを実施しない理由

R6[N=919]

R5[N=800]

R4[N=398]

※運動・スポーツへの意識に関わる設問のため、対象を回答者が障害児・者本人の場合のみに限定
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５ 運動・スポーツをするために必要な支援・環境・経験 

 

 

 

 

過去１年間の運動・スポーツ実施の有無に関わらず、どのような支援・環境・経験があれば、もっ

と運動・スポーツを実施することができると思うかについての回答は、「支援・環境は必要としていな

い（46.4％）」が最も多く、次いで、「経済的な支援（19.1％）」、「一緒に運動をしてくれる人

（16.5％）」、「人目を気にせずに運動できる場所（12.9％）」の順となっていた。 

※運動・スポーツへの意識に関わる設問のため、対象を回答者が障害児・者本人の場合のみに限定

 

46.4%

19.1%

16.5%

12.9%

12.8%

12.6%

12.4%

10.8%

10.5%

8.0%

7.6%

6.5%

6.1%

6.0%

5.4%

5.4%

5.3%

4.3%

2.9%

2.4%

1.1%

1.0%

0% 20% 40% 60%

運動・スポーツを実施するための支援・環境は必要としていない

経済的な支援

一緒に運動をしてくれる人

人目を気にせずに運動できる場所

自宅の近くで運動・スポーツできる場所

実施場所までのアクセス・移動支援

安全に運動できる環境

運動・スポーツでの成功体験

モチベーションとなるもの（報酬など）

自分にフィットした・好きなスポーツや用具

指導者

初心者向けのレッスン

障害のない人と楽しくスポーツをする経験や機会

同じ障害のある人と一緒に運動できる機会

介助者

生活スタイルに合わせて参加できる練習会やイベント

学校体育での楽しい経験

個別のレッスン

運動・スポーツに対応した補装具の開発

育児や家事の代行

その他

特別支援学校卒業生向けのスポーツ講座

運動・スポーツを実施することにあたって必要とする支援・環境・経験

［N=2,493］
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６ 障害のない人との運動・スポーツの経験 

 

 

 

過去１年間に、障害のない人と運動・スポーツを経験したことがある割合は 24.7％であった。一緒

に運動・スポーツをした障害のない人については、「友人（40.7％）」、「家族（38.0％）」、「クラブ・サ

ークル等の仲間（31.5％）」の割合が特に高かった。 

40.7%

38.0%

31.5%

14.7%

9.9%

7.6%

7.0%

6.4%

5.4%

2.9%

2.3%

0.9%

0% 20% 40% 60%

友人

家族

クラブ・サークル等の仲間

クラブ・サークル等の指導者

イベント等での面識のない他の参加者

学校関係者

イベントや大会ボランティアスタッフ

放課後等デイサービスや福祉施設の職員

公共スポーツ施設の職員

その他（自由記述）

医療関係者

（上記以外の）介助者

一緒に運動・スポーツをした障害のない人［N=855］

24.7

75.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

経験あり

経験なし

障害のない人との運動・スポーツの経験の有無 R6[n=3,462]
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７ 運動・スポーツがもたらすと考えられるもの 

 

 

 

 

運動・スポーツが何をもたらすと考えられるかについては、「健康・体力の保持増進（56.9％）」が

最も高く、「精神的な充足感（31.8％）」、「リラックス、癒し、爽快感（20.8％）」、「人と人との交流

（20.5％）」の順となっていた。 

※運動・スポーツへの意識に関わる設問のため、対象を回答者が障害児・者本人の場合のみに限定した。 

56.9%

31.8%

20.8%

20.5%

17.7%

16.0%

13.8%

12.7%

12.4%

10.8%

10.0%

8.3%

8.2%

6.8%

6.7%

6.6%

5.8%

5.7%

4.8%

4.6%

3.3%

2.6%

0.6%

0% 20% 40% 60%

健康・体力の保持増進

精神的な充足感

リラックス、癒し、爽快感

人と人との交流

わからない

達成感の獲得

豊かな人間性

思考力や判断力の発達

他者を尊重し協同する精神

フェアプレイ精神（公正さと規律を尊ぶ態度）の醸成

どれも当たらない

長寿社会の実現

克己心（自分の欲望を抑える力）、自制心

生産性の向上、仕事・学業の能率アップ

共生社会の実現

青少年の健全な発育

夢と感動

地域の一体感や活力

リーダーシップ、コミュニケーション能力

経済の活性化

国際相互理解の促進

我が国の国際的地位の向上

その他

運動・スポーツがもたらすと考えられるもの [N=2,493]


